
《れぽふる》
ご案内

独立行政法人 労働者健康安全機構

釧路ろうさい病院
KUSHIRO ROSAI HOSPITAL

令和4年4月､釧路･根室医療圏に､

がんに伴う心身のつらさに対して
専門的な緩和ケアを提供する施設

(緩和ケア病棟)

が誕生します。

私達はこの病棟に《れぽふる》という愛称をつけました。



《れぽふる》
～わたしたちが取り組んでいること～

れぽふるのご案内
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4. 《れぽふる》はチーム医療に力を入れています・・・・

✓ 《れぽふる》とは

釧路・根室管内の高校生･看護専門学校生を対象に緩和ケア

病棟の愛称を公募し、職員投票で選びました。フランス語の

repos(安らぎ、休憩)をfullに提供しよう、ひらがなで表現す

ることで優しさを感じ、より暖かい看護を受けられるイメー

ジに、と提案理由にありました。

✓緩和ケアとは

重い病を抱える患者やその家族一人一人の

身体や心などの様々なつらさをやわらげ、

より豊かな人生を送ることができるように

支えていくケア

市民に向けた緩和ケアの説明文
(2014年5月3日日本緩和医療学会)

✓緩和ケア病棟とは

緩和ケア病棟は、一般病棟と異なり、できる限り日常生活に近い暮らしができるよ

うに作られた病棟で、共用のキッチンなどが設けられています。

また、茶話会や季節のイベントなどが催されることが多く、家族などの親しい人と

ともにイベントを楽しむことができます。

入院での緩和ケアにより体や心のつらさが和らいだら､退院し自宅に帰ることもで

きます｡
参考 国立がん研究センターがん情報サービスHP



《れぽふる》の使命

釧路・根室地域のがん緩和ケアの先駆けとして、がん患者や家族

らと真摯に向き合い、心身のつらさの軽減に全力で取り組み、この

地域に緩和ケアの文化を広めます。

《れぽふる》の理念

つらさは最小に よろこびは最大に

《れぽふる》の基本方針

１．多職種が連携して質の高い緩和ケアを追求し、日々の活動で実

践します。

２．がん終末期患者にとどまらず、地域の幅広いがん患者･家族らに

対して緩和ケアを提供します。

３．療養の方針や生活のあり方について患者･家族らの意向を尊重

します。

４．患者の尊厳が保たれ、また、患者･家族らが今の境遇を受け入れ、

穏やかな時間を過ごせるよう精一杯の取り組みをします。

５．患者･家族らに温かく接し、心を通わせ、さまざまな課題にとも

に取り組む関係づくりに努めます。

６．地域の医療機関等と連携することにより地域の緩和ケア水準の

向上を図り、患者･家族らが望む場所で療養することを支援します。

《れぽふる》

《れぽふる》

《れぽふる》

《れぽふる》の使命・理念・基本方針《れぽふる》



設置場所 釧路労災病院4階西病棟

病床数 33床(特別室１､その他個室12､多床室６）

就労支援会議室治療処置室

面談室

リハビリスペース

食堂

家族控室

キッチンスペース

談話スペース

バリアフリートイレ機械浴室 付添浴室 シャワー室

病室

個室

３床室

４床室

談話スペース キッチンスペース

アート
展示など

新型コロナウイルス対策 に力をいれました

✓全病室熱交換型換気扇の設置による換気回数

の確保（１時間に６回）

✓オンライン面会のためのWiFi･タブレット

端末整備

✓感染防止に配慮した面会スペースの設置

《れぽふる》フロアの概要《れぽふる》



❍特別室 1室 (9,900円/日)

広さ：約28.9㎡
室内設備：シャワールーム、トイレ、洗面台、テレビ（無料）、ＩＨ調理器、
電子レンジ、冷凍冷蔵庫、デスク、チェア、ソファ(ベッド)、テーブル、ク
ローゼット、セーフティボックス、無料Wi-Fi

❍有料個室（大） 4室 (5,500円/日)

広さ：約28.6㎡～30.4㎡
室内設備：トイレ、洗面台、テレビ（無料）、冷凍冷蔵庫、デスク、チェア、
ソファ(ベッド)、テーブル、クローゼット、セーフティボックス、小上がり、
無料Wi-Fi



《れぽふる》の取り組み

チームワークで

患者･家族ら

看護師

医師

薬剤師

リハビリ栄養士

口腔ケア
カウンセ
ラー

MSW

ボラン
ティア

患者･家族ら

《れぽふる》

普段の生活を少しでも
✓個室には全室専用トイレを設けました

✓家族らの面会時間に制限はありません

ソファベッドなども用意してあり、宿泊もできます

付き添いに疲れたら、談話スペースや家族控室などでお休みください

✓家族用のキッチンスペースを設け、手料理などを作れるようにしました

お酒の持ち込みなども大丈夫です

✓ペットとの面会を希望される場合はご相談ください

こんな場合にご利用になれます
✓がん患者の症状緩和が難しく、状態立て直しのため一時入院が必要

✓自宅でがん患者を介護している家族らの休養等のため、患者の一時入院が必要

✓がん患者の自宅療養が難しく、最期の時間を病院で過ごすことが必要

※新型コロナウイルス感染流行時には各種制限があります

症状緩和を第一に
✓体のつらさ(痛み、息苦しさ、吐き気、だるさなど)や気持ちの
つらさの治療とケアを積極的に行ないます

✓がんに対する積極治療(手術、抗腫瘍薬投与など)は原則として
おこないません

✓いわゆる延命処置や、症状緩和につながらない検査等はおこな
いません

患者･家族らのお仕事も支援します
✓病棟にはWiFiを整備してあります

✓就労支援会議室を設け、パソコンや通信機器の利用もできます

✓退院後の就労などの相談も行ないます

✓多職種スタッフが常に情報共有し、釧路ろうさい

病院ならではのチーム医療を行ないます



《れぽふる》はチーム医療に力を入れています

看護師は…
心身の苦痛を和らげ

最期まで自分らしく生きることを

支援します

穏やかな日常生活を送るために・・・
・痛みや痛み以外のさまざまな症状を取り除くケア

・苦痛や不快感を最低限にするための排泄のケア

・夜にぐっすり眠れるようにするケア

・好きな姿勢をとったり、自然な体位や寝返りをうつケア

・食事を楽しむケア

・からだをきれいに保つケア

・患者さんにとって心地良い環境を提供するケア などをおこないます

✓

自分らしく過ごすために・・・
・患者さん・ご家族の思いに寄り添うためのコミュニケ－ション

・患者さんとご家族の意向に沿ったケア

・自分の病気を知り、治療法の選択を助けるための援助

・ご自宅でも緩和ケアを受けられるようにするための調整

・ご家族へのケア

・仕事を継続するための支援

・季節ごとのイベント などをおこないます

✓

そのために・・・
・緩和ケア病棟に配属される看護師は、ELNEC-J

コアカリキュラムを修了しています

・緩和ケア研修会(PEACE)eラーニングを受講し、

院内研修も受けています

・多職種カンファレンスや学習会などを定期的に行

い、よりよいケアを提供できるよう努めています

✓

《れぽふる》



《れぽふる》はチーム医療に力を入れています

日本緩和医療学会緩和医療専門医を配置します。

医師は…

精力的に各種ガイドラインや学術論文等を検索・精通すると

ともに、学会や他施設との情報交流に積極的に参加します。

患者・家族らの価値観にあった医療を提供できるように、

地域住民、医療関係者等の声を伺い、意見交換を通じて、より開かれた病棟運営を

実現します。

最新・最先端の医療を提供できるように、

地域ニーズにあった病棟運営をできるように

病棟スタッフとカンファレンスを毎日開催し、患者・

家族らの情報の共有に努めます。

普段の回診でベッドサイドに腰を下ろし、患者と目線

をあわせて、患者の思いを一生懸命傾聴します。

地域の医療機関等における緩和医療・ホスピスケアに

関する教育研修のお手伝いをします。

治療や生活環境に関する満足度調査等を通じて、患者・

家族らが過ごしやすい病棟づくりを行います。

地域の医療機関と顔の見える関係づくりに努め、

地域のがん患者に対する緩和医療の連携強化を図ります。

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

《れぽふる》



《れぽふる》はチーム医療に力を入れています

薬剤師は…

個々にあった適切な薬物療法を提供します

地域の病院、調剤薬局と連携しながら、切れ目のない薬物治療を

提供いたします

✓

✓

✓

✓

✓

日々、チーム内カンファレンスで検討し、適切な薬物治療を提供

いたします

不必要とされる薬剤については、患者の状態を考えながら可能な

限り減らしていくよう努めていきます

ベッドサイドにて患者・家族の意向を取り入れながら薬の指導を

実施します

退院時の薬の指導を実施することで、自宅での療養をサポート

いたします

《れぽふる》



《れぽふる》はチーム医療に力を入れています

カウンセラーは…

心のサポートに取り組みます

【カウンセリング】
患者さんのかられる言葉、語られずにいる言葉に心を傾け、患者さんに寄り

添っています。

【不安や抑うつ感、ストレス症状の緩和のための

セルフコントロール向上のお手伝い】
気持ちや生活上の問題を整理・対応方法を見つけてもらえるよう助言し、心

身の苦痛緩和のための方法、不安・ストレスのセルフコントロール方法を身

につけてもらえるようお手伝いします。

【セルフケア行動の形成・維持のお手伝い】
生活習慣改善の助言・治療・療養のために必要なセルフケア行動が可能とな

るようお手伝いをします。

【病気の受容や適応のためのお手伝い】
退院した際に生じる生活上のハンディキャップや心理的問題への支援や代替方

法をご一緒に考え、障害受容などへのお手伝いをします。

【家族のケア】
患者さんご本人だけではなく、ご家族の方の心身のご負担が軽減できるよう、

心理的ケアや心身に生じるストレスへのケアをお手伝いします。

✓

✓

✓

✓

✓

《れぽふる》



《れぽふる》はチーム医療に力を入れています

リハビリテーション
スタッフは…

患者さんの｢やりたい｣を応援します！

✓トイレに自分で行きたい！

✓自分でご飯が食べたい！

✓自宅に帰って過ごしたい！

✓家族に食事を作ってあげたい！

✓仕事に戻りたい！

患者さんとご家族の希望が実現できるように、理学療法士(PT)作業療法士(OT)言語聴

覚士(ST)がそれぞれの専門性を活かして支援します。

PTは運動機能、OTは生活に必要な作業能力、STは｢話す｣｢聞く｣｢食べる｣などの維持向

上を支援します。

【身体機能の向上】
筋力、可動域、バランスなど活動のベースに

なる運動機能の回復を促します

【残存機能の活用】
残されている機能を生かすことができるよう

サポートします

【代償手段の検討】
福祉用具や自助具などご紹介し、安全安楽に

活動ができるようサポートします

【多職種での協業】
リハビリの力だけでは解決できない課題にも、

他の職種と協力し目標の達成を支援します

リハビリでは主に以下の内容でお手伝いします

《れぽふる》



《れぽふる》はチーム医療に力を入れています

栄養士は…

✓食事の対応を行います
思うように食べられない患者さんを対象に食事の内容や量を調整した食事を提供します。

・嚥下障害がある患者さんへ嚥下調整食を段階的に準備しています。

・食欲不振がある患者さんへ菓子パンや麺料理など、量が少ない軽食を用意します。

・緩和ケア病棟に入院された患者さん限定でメニューリストから食べたい食品を選び、

個々にカスタマイズした食事を提供します。

✓患者さんやご家族へ情報提供
・患者さんの状態に応じてベットサイドへの訪問を適宜行います。必要時にはご家族か

らも情報を得て食事対応の参考に致します。

また、在宅で過ごす患者様へ摂取栄養量の確保が必要な場合は栄養相談を行います。

✓多職種との情報共有を行います
毎日の病棟カンファレンスに参加し医師や病棟スタッフをはじめとした緩和ケアに関わ

る様々な職種のスタッフと日々情報共有を行うことで、タイムリーな食事介入や栄養管

理を行います。

《れぽふる》



《れぽふる》はチーム医療に力を入れています

口腔ケアチーム
(歯科医師・歯科衛生士)は…

口腔内トラブルの緩和に努めます

日々、チーム内カンファレンスで検討し、

個々の患者が抱える口腔内トラブルを把握します
✓

✓

✓ 「食べること」「話すこと」を支え、

療養生活を豊かにします

退院後も継続的に口腔機能管理ができるよう、

釧路歯科医師会の在宅歯科医療連携室を紹介します

✓
口腔乾燥や義歯の不具合など、

個々人が抱えるトラブルに対応します

ポータブル歯科ユニット

口腔保湿剤

《れぽふる》



《れぽふる》はチーム医療に力を入れています

医療ソーシャルワーカー
（ＭＳＷ）は・・・

✓

✓

《れぽふる》

患者さんやご家族が抱える経済的・心理社会的な
問題を社会福祉の立場から支援します

相談内容として
・福祉制度の利用
・医療費や生活費の経済的な問題
・病気や治療に対する不安や気持ちのつらさ、ご家族の葛藤
・治療と就労の両立支援
・受診について
・在宅療養のための介護サービスや訪問医療導入 などがあります。
このような問題に対し、必要に応じて院内外の専門職種と連携しながら、
患者さんやご家族が不安なく療養を続けられるようにサポートします。

がん相談支援センター
がんに関する様々な相談窓口として、院内１階の地域医療連携総合センタ
ーにがん相談支援センターを開設しており、医療ソーシャルワーカーがご
対内応します。
患者さんやご家族に限らず地域の方々もご利用いただけます。
相談事がございましたらどうぞご気軽にご相談ください。


